
第28回運営推進会議 
 
看護小規模多機能型居宅介護事業所るぴなす 平成29年7月28日 



第28回運営推進会議 

● るぴなすご利用者現況報告 

● 活動報告 

● その他質疑応答・要望等 



登録利用者数 
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平成29年7月 曜日別利用者数 
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今後の予定 
 
★7月31日（月）・8月5日（土） スイカ割り  
 
★8月8日（火）るぴなす楽会 
 
★9月9日（土）るぴなす祭り 
 

 



議事録 

開催日時：平成29年7月28日(金) 18：00～19：00 

出席者：自治副会長・寺尾様，民生委員・大嶋様，地域包括センター姥ケ山・品田様，榎本様 

看護小規模ご利用者ご家族 

法人代表・斎藤先生，法人総務・物江，看護小規模管理者・小林 

  

１ 斎藤先生より 

運営推進会議は地域の方にお出で頂き、看護小規模多機能の地域の中の道筋をつけていく大事
な会議です。我がごと丸ごと共生社会は、高齢者に限らず支援を必要とする全ての人への地域包
括ケアシステムを作っていく国の法案です。まず自分たちの地域を良くしようと、その中で地域
密着型の看多機には役目があるので相談所を設けたいと考えています。この会議では地域のこと
のお話も伺いたいので地域の困っている事など何でも良いので情報をお願いします。 

  

１ 自己紹介 



議事録 

３、看護小規模多機能ご利用者現況報告 

・登録利用者数 

 ６月～８月は２１名で変わらず。２５名まで登録できるが、２１名で飽和状態。看護小規 

模多機能は小規模多機能と違い、要支援の受け入れはできず、介護度が高くニーズも高い。 

  

・曜日別利用者数 

 曜日によって満員になる日がある。泊り希望も多く、具合が悪く連泊されている方もいら 

っしゃる。 

  

４、活動報告 

○行事，日頃の様子をパワーポイントで写真を見て頂きながら報告する。   

・七夕・・・織姫と彦星が出会えるように天の川に皆さんで星を貼りました。 

・お楽しみ会・・・職員より、踊り，マジック，切り絵，歌が披露されました。 

・流しそうめん・・・頑張ってそうめんをすくって召し上がっていました。 

・ボーリング大会・・・元気に転がしていました。 

・お誕生会・・・７月は１名のお祝いをしました。 

・夜の茶の間・・・毎月第３金曜に行っています。ご利用者様も参加され、近所のお友達や 

         ご親戚との交流の場にもなっています。 

・ある日の朝礼・・・Ａ様はいつも参加して下さっています。そこにＨ様も参加し挨拶して 

下さいました。 



議事録 

・ボランティア活動・・・新潟医療福祉カレッジの学生さんが６名、１回目はコミュニケー 

ション、２回目はレクリエーションをして楽しみました。５グル 

ープ来られる予定です。 

・学生教育・・・新潟医療福祉カレッジの学生さんへ斎藤先生より地域包括ケアシステムの 

お話がありました。 

・医学生実習・・・徳島大学と新潟大学医学部の学生が、様々な職種で実習されました。 

・学生教育・・・高志中等教育学校１年生１６名が総合学習でいらっしゃいました。 

  

６、その他、地域のことやご意見等 

  ・るぴなすは8月で10周年を迎えました。地域の皆様，自治会，ご家族に支えられてここま 

で来れたと思います。ありがとうございます。医療依存度の高い方でも、酸素を使って対 

応できています。大学からも注目され徳島大学と新潟大学医学部より実習生を受け入れて 

おり多職種の勉強ができています。 

  ・吉田様：様子を見ながら話し合ってお薬の調整をして、症状が良くなった。このように対 

       応できるので良い。 

  ・高橋様：市民病院の歯科での治療が必要となり、付き添ってもらい助かった。今後は訪問 

       歯科で診てもらう。 

   



議事録 

・包括支援センター：山潟地域は３名で担当しているが、この１週間で急に認知症が進んだ 

       という相談が続き大変だった。呼ばれて訪問しても関係作りに時間がかかる。 

係りつけ医がいないと緊急に対応できない。かかりつけ医がいれば専門医に結び 

つけられるが、いないと難しい。 

・斎藤先生：脳梗塞だと呼ばれて行くと、低血糖や脱水であり、ＯＳ1に砂糖を入れて飲み 
 回復した例がある。医療職でないと判断は難しいと思う。 
・認知症の方への、家族の対応方法。包括支援センターでも課題。 
 みどり病院認知症疾患医療センターで、見える化しようとしている。認知症カフェ（みど 
 りカフェ）に行くのも手。ご家族だけが行っても良く、共有できると良い。 
 ・第三日曜に高志の茶の間をデイルームで行っているが参加人数が少ない。毎回テーマがあ 
 って良い。中野山では包括支援センターが後半に血圧を測って情報収集をしたり、保険セ 
 ンターからも平日に来てもらっている。包括センター姥ケ山は山潟会館では行っている。 
 平日もできると良いがデイルームは日曜しか空いていない。京王は土曜に行っている。 

 



議事録 

７．今後の予定 

・7月31日，8月5日 スイカ割り 

・8月8日 るぴなす楽会 平成19年8月1日に開所し10周年を祝ってご利用者様と楽し 

い会を企画し、仮装大会に向けて準備中。 

・9月9日  るぴなす祭り キッズダンス，和太鼓の他に、ＮＡＭＡＲＡのひまわり＆ねん 

じに来て頂きます。自治会の方にはまたご協力をお願いします。 

８、お知らせ  

  ・にいがた在宅看取りサミットｉｎ中央区 



[日 時] ▶▶▶  8月26日（土） 
       開場 13：30    開演 14：00～16：20 

▶▶▶  新潟県生涯学習推進ｾﾝﾀｰ ﾎｰﾙ 
   （新潟市中央区女池南3-1-2）新潟県立図書館隣り 

     TEL：025-283-1150 

[会 場] 

住み慣れた地域でいつまでも 

参加費無料 

先着160名様 

（事前予約制） 

 

第1部 

第２部 

14：10～15：10 講演 

「在宅ひとり死 ＣｈｉｚｕｋｏＵｅｎｏのすすめ」        

                講師：上野千鶴子さん            

お申し込みはお電話で 

7/16（日)～受付開始 

TEL：025-243-4894（新潟市役所ｺｰﾙｾﾝ
ﾀｰ） 
受付：午前８時～午後９時（年中無休）  

主催：新潟市在宅医療・介護連携ステーション中央  問い合わせ：025-211-3930 
共催：新潟市在宅医療・介護連携ステーション中央第二 
   にいがた在宅ケアねっと・斎藤内科クリニック 

 医療・介護の区民公開講座 

にいがた在宅看取り 

   サミットin中央区 

15：20～16：20 ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 
          司会：斎藤内科クリニック 斎藤忠雄さん 
              コーディネーター：上野千鶴子さん  

「在宅看取りを考える」 
パネラー：にいがたの在宅看取りを支える専門職            

 14：00  開会あいさつ  新潟市中央区 区長 石塚里栄子さん 

新潟市中央区 

富山県生まれ 

東京大学名誉教
授、社会学者 

在宅ｹｱｸﾘﾆｯｸ川岸町 塚田裕子さん/松田内科呼吸器科ｸﾘﾆｯｸ 松田正史さ
ん 
ｽﾏｲﾙ歯科おざき 尾﨑康子さん/さつき調剤薬局 五十嵐郁乃さん 
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝるぴなす 山本和美さん/在宅ｹｱｸﾘﾆｯｸ川岸町 阿部葉子さ
ん 

ｃ 

16：20  閉会あいさつ  みどり病院 病院長 成瀬 聡さん   

～お知らせ～ 



ありがとうございました(*^_^*)  
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